
 

 

 令和３年６月発行  第１４１号  清水学園付属幼稚園  

 

 ６月には『時の記念日』があることをご存知ですか？ 日本の社会が近代化して

いった大正時代に、時間を守り・生活を合理化していくことへの意識を高める目的

で、この記念日が設けられたそうです。 「あれもしなければ、これもしなければ

…」と毎日を忙しくすごしていると、「充実しているな」と感じる反面でイライラし

てしまう自分もいて、そこがダメなところだな～といつも反省しています。忙しい

と感じる時こそ、自分だけでなく周りの人たちにも気持ちよくすごすことができる

ように『心のゆとり』を忘れずにいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    梅雨入りをし、汗ばむ季節になってきました。入園・進級の緊 

張がほぐれ、園生活にも慣れ、できるようになったことが増えてきて、 

ようやく自分なりに園生活が送れるようになってきた子ども達です。毎日、先生達 

が行う〈報告会〉でも、「〇〇ちゃんが、自分でおしっこに行けました！」「〇〇ちゃ 

んがあみのぼりに挑戦できました！」などと、嬉しい報告が数多く聞こえてきます。 

さて、園では、時折…職員室からの放送システムを使い、子ども達へお話をして 

います。『おはようございます、順子先生です！みんな元気ですか～？』毎回、この

決まったフレーズが聞こえると、遊びの手を休め、耳を傾けてくれる子ども達。 

「今日は体育ローテーションをします！」「今日のプールは残念だけど中止です↓」

「今日は暑くなりそうです。水筒の中身をしっかり飲むようにしてください！」  

たわいもないお知らせですが、内容を伝えるという目的の他に【・人の話をしっかり

聞ける子になって欲しいな… ・話を聞いて、その日の活動に見通しを立てて生活し

て欲しいな… 】という願いも含んでいます。どこからともなく聞こえてくる私 

の声が不思議で仕方がない…という様子の子もちらほらいますが（笑）、どの子 

も一生懸命聞いてくれているようです。 子ども達１７９名・先生 

２４名。大所帯の集団生活ですが、この放送が、 

みんなの心をひとつにする架け橋になれば 

いいな…と思っています。 

     



☆ 好評!! 『ツイッター』『インスタグラム』 ☆ 

５月より本格的に始動しました、しみず幼稚園の“Twitter＆インスタグラム”。 

６月末の時点で、インスタのフォロワーさんが、１００人を突破しました☆ 

みなさん、ご視聴…ありがとうございます。 

☆ お知らせ① ☆ 

Twitter・インスタグラムでもお知らせしましたが、 

この度、清水学園は、湘南ベルマーレのオフィシャルクラブパートナーとして 

応援させていただくことになりました。レモンガススタジアムのバックスタンド最前部に 

バナーが掲出されます。ぜひ、ご注目ください！  

♪ フレー フレー ベルマーレ ♪ 

 

☆ 七夕飾り ☆ 

毎年、平塚駅周辺で行われます『湘南ひらつか七夕まつり』は、今年もコロナの影響で 

通常開催は中止のようです。平塚市民にとって、なくてはならない七夕…☆  

しみず幼稚園の七夕は、大きな竹に子ども達みんなの願いを込めた短冊を飾ります。 

年長さんは、自分で作ったいくつかの飾りと共に、小さな竹を１本ずつ持ち帰ります。 

みんなで、今年ならではの“七夕”を楽しみましょう！ 

☆ おしらせ② ☆ 

園の職員は、コロナワクチン優先接種の対象となり、６月２３日（水）より、順次、接種

がはじまりました。７月中には、全職員が２回の接種を終える予定です。 

今後も、園とご家庭とで連携し、コロナウイルス感染拡大防止に努めてまいりますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

☆ ７月２３日（金）に、１年遅れの東京オリンピックが開幕します。ふと、８年前の「し

みずっこ新聞」を読み返してみると、東京開催が決定し、7 年後の夢のようなオリンピッ

クを楽しみにしている私の気持ちが綴られていました。「オリンピックの時には、自分の

生活がどんな変化をしているのかな～」なんて、未来の自分にワクワクしていたのです

が、良いのか悪いのか…あの時となんら変わりのない私がいます（笑）。 この状況下で

のオリンピック開催は、選手・関係者の方々の大変なご苦労があることと思います。私た

ちが協力できること…それは、ただひとつ…これ以上コロナの感染が拡がらないよう、

一人ひとりが、コロナのルールをしっかり守ることだと思っています。 

                       次号も、どうぞお楽しみに！  冨田 


